























































































































































出　生　年 対象女性数 不妊手術を?ｯた女性数 既往出生児数＊ 再生産期間＊
1914～29年 7 0 7ユ±：1■ 21．9士3．3
1930～39年 6 2 6．2±1．8 16，8±3．8
1940～49年 7 7 4．1±1．1 7．6±2．8
1950～59年 15 15 3．1±0．7 5．2±L8
1960～69年 17 16 2．7±0．7 3．2±1．3
1970～79年 12 12 2．0土0。0 L9±0．5
　結婚後，子供を出産していない女性3人の値を除いた結果
　再生産期間＝末子出産年齢一初産年齢
　＊平均±標準偏差
　対象女性の第一子出産時の年齢は，女性の出生年によるグループ間に大きな違いはみられなかっ
た。’このことは，政府の晩婚化政策の効果は，少数民族である対象集団に対してはみられないこ
とを示している。第一子の出産年から末子の出産年までの再生産期間の長さを1年単位で表すと，
1929年以前に出生した女性の再生産期間の平均は20年を越えており，この期間に7人以上の子
供を出産していたことがわかる（表2）。これとは対照的に，1970年以降生まれた女性の再生産
期間の平均を計算すると，わずか1．9年となり，これは多くの女性が第一子出産後，1，2年以内
に第二子を出産し，第二子出産後すぐに不妊手術を受けていることによる。このように，現在で
は女性は20歳代前半で，すでに子供を産めない体になっていることが明らかになった。現在で
は，子供がたいした病気でなくても，町の病院に連れていく等，子供が病気の時にみられるケア
が以前よりも手厚くなっているが，これは母親がすでに子供が産めない体なので，「2人いる子
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供を大事に育てなければならない」，という意識が働いているためと考えられる。また，以前は
40歳前後まで子供を産み，育てていた女性が，20歳前半で出産を終えていることは，彼らの社
会構造にも大きな影響を与えていることが容易に推察される。
（3）人ロ移動
　対象村落の人口移動数をみると，圧倒的に女性の移動が多く，そのうち婚姻に関係した移動が
大部分を占めていた（表3）。これはジノ族の現在の婚姻形態は，夫方居住婚を原則としている
ため，他の村の女性と婚姻した場合，新婦は新郎の住む村に移動することが理由としてあげられ
る。！967年から1998年の間に観察された女性の転入者は19人で，そのうち18人が，他の村落
で生まれ婚姻時に転入してきた女性であった。これに対して，男性の転入者はわずかに3人であ
り，このうち2人が婚姻による転入であった。転出数をみても，男性の婚姻による転出数はわず
かに7例であったが，女性では35例も確認された。
　　　　　　　　　　　　　表3　1967～1998年の転入・転出者数
転　入 転　出
男　　三
浴@　性
3（2）
P9（18）
15（7）
S3（35）
合　計 22（20） 58（42）
　　　　　　　　　　　　　括弧内の数値は婚姻による移動数を示す。
　また，女性の移動を詳しくみると，転出数が，転入数よりも2倍以上も多かった。そして，村
に入ってくる女性の出身地は，対象村落に近いジノ山周辺の村々からのものがほとんどだったの
に対し，転出先はジノ山周辺の村以外に，乗合バスで3，4時間のところにある漢族も暮らす開
拓村や，より遠い雲南省内，四川省に出ていったケースもみられた。このように，女性は漢族と
結婚し，漢族の暮らす地域に出て行くケースがみられるが，男性では他民族との婚姻はまれで，
タイ族女性との婚姻が1例，漢族女性との婚姻が2例みられるのみであった。漢族女性との婚姻
は，最近みられるようになったもので，ジノ族女性の結婚相手を見つけるのが難しくなった男性
が，漢族の住んでいる地域にでかけて，女性を連れて帰るようになったことによる。
　期間中の就業による男性の転出は，わずかに5名しか確認されず，これらは1950年代，60年
代にはみられたものの，現在では一時的に町に出る男性のみで，外部で仕事を見つけて出ていく
男性はまったくみられなかった。理由としては，少数民族が外部で，収入のよい仕事を見つける
のは，不可能に近いことと，耕作する土地が充分にある村にいたほうが，経済的に有利であるか
らと考えられる。
　このように，女性に比べて男性の移動が少なく，女性の婚無数が婚二二を圧倒的に上回ってい
るため，村落内では，男性が女性に比べて28人も多くなっていた。特に，結婚適齢期の女性の
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転出は，男性が結婚相手を見つけることを困難にし，1999年3月時点で男性の未婚者は，20代
の男性で29人中17人（54％），30代の男性では22人中5人（23％）に達していた。近隣の村
落でも同じような傾向がみられ，村人が「ジノ族の嫁がいない。」と嘆いているのをよく耳にし
た。こうしてジノ族の嫁不足から，言語や習慣の違う漢族の嫁の流入を招く結果となっている。
4．結論と考察
　対象村落の女性の出産数は，1972年に始まった政府による産児制限の介入により，急激に減
少した。女性は産児制限の開始以前，平均して7人以上の子供を出産していたが，1990年代に入っ
てから，出産数は2人までに厳しく制限されるようになり，出産数抑制の手段としては，女性に
対する不妊手術が用いられていた。また，出産数の減少とともに，子供に対する病気時のケアは
確実に手厚くなっており，子供の死亡ケースは顕著に減少していた。こうして，産児制限が開始
される以前の多産二死の状態から，現在の少産少死の状態へと短期間に移行したことがわかった。
入口移動に関しては，男性に比べ，女性の移動が圧倒的に多く，その多くが婚姻による転出であっ
た。このことから，村落内男性の結婚が困難となり，未婚男性比率が高くなっていた。しかし，
四川省の漢族のように1人あたりの耕地面積が少ないために，外部へ流出していくケースとは違
い，農業に使うための土地は比較的多くある村にいて，農作業をしていた方が安定した生活がで
き，そのため，男性の転出が少なく，結婚難が解消されないと考えられる。よって，最近になっ
て，村に漢族の嫁が婚入するようになった。
　以上のことから言えることは，政府の人口抑制政策の影響を考えるとき，少数民族の慣習，婚
姻形態および社会経済環境を考慮しなければならないということである。また，人口抑制政策が，
少数民族固有の伝統文化の保持に影響を与えていることがわかった。ここでは女性の婚出による
男性の結婚難により，漢族女性の流入がみられた。
　ジノ族は以前，子供のできない夫婦は子供の多い世帯の子供を育て，夫婦が年を取った時には，
その子供にめんどうをみてもらう習慣がみられたが，出産数を2人に制限されている現在は，そ
れは不可能となっている。村には子供のいない40代の夫婦が2組おり，彼らは扶養iする子供が
いないため，将来に対して不安を抱いていた。配偶者を見つけられない男性も，同じような不安
を抱えており，こうしたことから，産児制限の導入と同時に，村人の生活のために，何らかの社
会保障制度の充実も必要であると思われる。
　環境問題に関して言えば，伝統的な焼畑耕作をしていた時に比べ，ゴムやパッションフルーツ
等の換金作物を植えるために利用する土地が増大していることから，人口抑制政策は過度の自然
破壊や食糧不足を免れることに貢献したと言える。それは，子供の数が減少しているにもかかわ
らず，1世帯あたりの年間の耕地面積は大幅に増加しており，焼畑の休耕期間も確実に短くなつ
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ていることが明らかな証拠である。もしも，人口抑制をせずに人口の急増を招いていれば，現在，
使用している以上の耕地面積が必要となり，持続可能な発展を妨げるか，換金作物の耕作まで手
がまわらず貧困を招くか，または食糧生産PS人口増加に追いつかず食料不足に見舞われていただ
ろうと予想される。
　この報告では，政府の人口抑制政策が，少数民族である村人の生活，文化，周囲の環境に対し
て，どのような影響を与えたかを明らかにしてきたが，これらの変化は，技術の移転，生産活動
の変化といった近代化の影響も関係しているため，さらにこの点を考慮した分析が必要であると
考えられる。
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